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 温かい言葉を大切に 

                                                                               

校長 髙藤 浩                 

 

いよいよ後期が始まりました。１年生から５年生は３月２４日の修了式を目指して、そして６年生は、

３月２５日の卒業式を目指して、小学校生活の総仕上げをするべく、一日一日を大切に積み上げていけ

るよう、子供たちを励ましていきます。 

さて、本校では朝、地域の見守り隊の方々を中心に子供たちの見守りを行っていただいています。不

審者が出没した際、またハチが発生した際などには、その場所に直接行って安全を確認していただくな

ど、大変お世話になっております。 

以前勤務していた学校でも、朝校門に地域の方が来てあいさつをしてくださり、大変お世話になっ

ておりました。 

その際、私はなるほどと思える光景をみることができました。 

それは、時間に間に合わずに登校して来る児童に地域の方々が「がんばって」と声をかけられてい 

たことでした。いわゆる「遅刻」の児童に「がんばって」と声をかけられているのです。 

普通に考えると、「どうして遅刻したの？」「きちんと時間どおりに登校しないとだめだよ。」と 

注意を促すために声をかけがちです。しかし地域の方々は、その理由を問うことなく、励ましの言葉

を児童にかけてくださっていました。私は、その時、下を向きながら登校してきた児童の顔が、にっ

こりとして前を向いて、校舎の中へと入って行くのを見ることができました。励ましの声をかけてい

ただいて、その子供はきっと心が温かくなり、「今日もがんばろう。」と思ったことと思います。 

先日私は全校朝会で「たった一言が人の心を傷付ける。たった一言が人の心を温める。」という文を

子供たちに紹介しました。 

体育の授業で走っている人に「がんばれ。」と声をかけていた姿を見ることができたこと。そし

て、体育等でゲームを行ってうまくできたかった人に「大丈夫。」「次頑張ろう。」と温かい声をか

けることは、その人にとって、どんなに温かい言葉になるかということを話しました。そして、聖ヶ

丘小学校の子供たちは、きっと温かい言葉をかけることができる人になってくれることを信じている

と話をしました。 

全校朝会の後の体育では、「がんばれ。」と大きな声がたくさん聞かれ、私の話を子供たちが受け

止めてくれていたことを感じ、私の心が温かくなりました。 

言葉は人間にとって一番便利で身近な道具です。優しいことばで誰かを励ますことができます。しか

し，SNSが発達してきている現在、心無い言葉が氾濫し、鋭いナイフのような言葉が，立ち直れないほ

ど，人の心を傷付けてしまうことが現実の問題としてあります。 

  たった一言でも一度相手に言ってしまった言葉はその人の心から消すことはできません。また、温

かい言葉もたとえそれがたった一言であったとしても、相手の心にずっと残すことができます。だから

こそ、私たちは、心のある温かい言葉を交わしながら、人と人とがつながっていけるようにすることを

大切にしていく必要があるのではないかと考えます。 

１０月１９日（土）に行われる本校の運動会では、温かい言葉をたくさん聞くことができる一日にし

たいと考えています。子供たちの姿にご声援をお願いします。 



    

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お知らせ <令和６年度 １０月の予定＞ 

◎１０月の地域未来塾 

 参加するお子さんは、通常よりも下校が遅くなりま

すのでご了承ください。詳しくは、学校からお手紙を

配布いたしますので、ご確認ください。 

 

＜日程＞       1・2・３年生   4・５・６年生 

１０月１０日（木） 14：15～14：45 15：00～15：30 

１０月２４日（木） 14：15～14：45 15：00～15：30 

※１年生は、今月から未来塾を実施します。 

 

ＳＣ・・・スクールカウンセラー【勤務日】 

◎運動会の練習について 

 １０月 1日（火）から運動会に向けた特別時間

割になります。 

特別時間割の間は、体育館や校庭での活動が多

くなります。気温や熱中症指数を確認しながら安

全面に配慮して活動を行ってまいります。「汗ふき

タオル」や「水とう」などの準備にご協力くださ

い。 

  

 

◎電話自動対応メッセージ器の設置について 

学校便り第６号でもお知らせしましたが、１０月か

ら多摩市教育委員会から、電話自動対応メッセージ器

が設置されることとなりました。本校においては、設

置工事が終了し、運用の開始を 10月 1日より実施し

ます。 

保護者の皆様におかれましては、ご理解・ご協力を

いただきますようよろしくお願いします。 

  

◎運用開始日 

令和６年１０日１日（火）から 

◎外部からの電話応答時間 

午前７：３０から午後５：３０まで（電話にでる時間です。）  

◎電話自動対応メッセージ器による応答時間 

午後５：３０から午前７：３０まで 

※この時間中は、お電話をいただいた際には、メッセ

ージが流れます。留守電話機能はありません。 



☆★☆ ９月の学校生活  ☆★☆ 
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 ９月３日 ６年生 ゲストティーチャー 
NPO法人原爆先生 池田 眞徳 さん 

昨年に続き、６年生のゲストティーチャーとし

て、ＮＰＯ法人 原爆先生より、池田 眞徳さ

んにお越しいただきました。 

原爆のノンフィクション小説「ヒロシマの９日

間」を基にしたもので、当時１８歳だった青年

兵士が、爆心地において死体の捜索や焼却に従

事した実話をお話いただきました。 

毎年少しずつ、スライドの図や絵が追加され、

当時の広島の様子を感じることで戦争の悲惨さ

について考える機会になりました。 

授業の様子 

９月６日に集会委員会の子供たちが中心になり、

「聖ヶ丘トライアスロン」というゲームを行いま

した。クラス対抗で、ボールやフープ、バケツの

三つをリレーし、クラス対抗で競いました。全学

年で楽しめる内容で工夫されていてみんなで楽し

むことができました。 

９月６日 児童集会「聖ヶ丘トライアスロン」 

集会の様子 

９月９日～１３日 ５年生 あいさつ運動 

９月９日から１週間、青少協が主催するあいさつ運動に合わせて聖ヶ丘小でも「あいさつ運動」

を行いました。今回は毎朝５年生が、校門や昇降口に立ちあいさつを頑張っていました。 

あいさつ運動の様子① あいさつ運動の様子② 



 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

読み聞かせの様子 

９月２４日 ６年生 文化芸術による子供育成総合事業 

音楽に合わせてストレッチをする様子 

９月１１日 ２年生 図書館訪問 

多摩桜の丘学園に通う 

「鈴木
す ず き

 寿乃
ひ さ の

さん」と交流をしまし

た。今回は４年生が図書の時間で交

流し、寿乃さんの好きな本の紹介

や、お母様が読み聞かせをしてくだ

さるなどして交流しました。 

一緒に読書をする様子 

２年生の生活科の授業でひじ

り館の中にある図書館を訪問

しました。本の借り方など教え

ていただきました。 

図書館の使い方を教えてもらっている様子 

ピアニスト磯村さんとの交流の様子 

振付家の三森さんによる校歌の演奏に振付を

教えてもらっている様子 当日は、ピアニストの磯村さん、振付家の三森さん、

女優の岡さん、声優の入江さんにお越しいただき、音

楽に合わせて体を動かしたり、音楽を聴いて場面を

想像したりする活動をしました。振付家の三森さん

からは、聖ヶ丘小の校歌に振付を教えていただきま

した。 

９月１７日 ４年生 副籍交流 鈴木
すず き

 寿乃
ひさ の

さん 


